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１  議　員 一問一答方式

１ 　全国学力・学習状況調査について 市 長

副 市 長

（１） 　本市の状況について 教 育 長

関 係 課 長

（２） 　アンケート調査の結果について

（３） 　本市の課題について

（４） 　学力向上への取組について

２ 　固定資産家屋全棟調査について 市 長

副 市 長

（１） 　事業内容について 関 係 課 長

（２） 　事業完了後の課税について

（３） 　空き家対策に係る活用について

３ 　たるみず特産品販路拡大支援事業について 市 長

副 市 長

（１） 　事業の成果について 関 係 課 長

（２） 　今年度の事業の計画について

（３） 　今後の取組について

４ 　新庁舎整備事業について 市 長

副 市 長

（１） 　車座座談会について 関 係 課 長

川越　信男
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（２） 　基本設計案パブリックコメントについて

（３） 　基本設計案について
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２  議　員 一問一答方式

１ 　憲法、法律と条例の関係性の認識について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

２ 市 長

副 市 長

関 係 課 長

（１）

（２） 　観光振興にドローンを活用することの現状と可能性

３ 　高速通信網整備に関して 市 長

副 市 長

（１） 　市としての取組状況 関 係 課 長

４ 　新庁舎建設計画に関して 市 長

副 市 長

（１） 　市民への広報時の市長の姿勢について 関 係 課 長

（２） 　市民との合意形成の現段階について

（３） 　今後、議会が議決する事項は何があるのか

（４） 　地方自治法第４条と第222条との関係について

　防災、災害復旧、観光分野へのドローンの活用の可能性につい
て

　災害の多い本市において、防災、災害復旧などにド
ローンを活用することの現状と可能性

　憲法を頂点とした法令と条例（上位法と下位法）との
関係への認識について

森　武一
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３  議　員 一問一答方式

１ 　災害時における避難所の状況と自主防災組織の活動について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２） 　避難所における避難者数は適正だったのか

（３） 　避難所に要した人件費及び物品費等の総額は

（４）

（５）

２ 　本城川発電所下の井堰について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２）

　避難準備、高齢者等避難開始発令時の自主防災組織の
活動の現状は

　自主防災組織が活動しやすくするための支援をどのよ
うに考えているのか

　現在の井堰は水門側だけ開閉式となっており、他はコ
ンクリートで堰き止められているが、その理由は

　コンクリート部分を２箇所切り、水の流れを自然にす
ることで、土砂堆積を防止するようにできないのか

　避難指示で避難指定先に避難した人数と避難所の対応
について

前田　隆
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４  議　員 一問一答方式

１ 　新庁舎建設計画について 市 長

副 市 長

（１） 　車座座談会での市民の反応について 関 係 課 長

（２） 　建設予定地の市民の不安解消について

（３） 　防災拠点として建設を急ぐべきと考えるが、見解は

２ 　教育行政について 市 長

副 市 長

（１） 　再任されて、垂水の教育への思いは 教 育 長

関 係 課 長

（２） 　全国学力テストについて

（３）

（４） 　垂水高校振興支援計画について

３ 　障がい者の方の子育てについて 市 長

副 市 長

（１） 　行政の支援策について 関 係 課 長

４ 　森林管理について 市 長

副 市 長

（１） 　市有林の森林管理について 関 係 課 長

　教育委員会の自己評価と外部評価委員会の評価につい
て

池山　節夫
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５  議　員 一問一答方式

１ 　ごみの回収について 市 長

副 市 長

（１） 　収集状況を聞く 関 係 課 長

（２） 　資源物のリサイクル対策は

（３） 　粗大ごみについて

２ 　広域交通ネットワークについて 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２） 　これからの推進について

３ 　新規農作物について 市 長

副 市 長

（１） 　試験栽培の結果を聞く 関 係 課 長

（２） 　今後の取組は

　錦江湾横断道路建設・大隅横断道路建設構想の推進状
況を聞く

梅木　勇
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６  議　員 一問一答方式

１ 市 長

副 市 長

関 係 課 長

（１）

（２） 　補助対象者見込数と予算の見込額について

（３） 　実施時期について

２ 　産前産後のケア体制について 市 長

副 市 長

（１） 　産前産後ケアの取組状況について 関 係 課 長

（２）

３ 　引きこもりの対策について 市 長

副 市 長

（１） 　引きこもり相談に対する体制について 関 係 課 長

４ 　不登校の現状と対策について 市 長

副 市 長

（１） 教 育 長

関 係 課 長

（２） 　不登校の原因について

（３）

　幼稚園、保育所、認定子ども園を利用する子ども達への保育料
補助について

　支援を受けた市民の方の反応と見えてきた課題につい
て

池田　みすず

　本市の中学校における３年間の不登校生徒数について

　公約に掲げてある保育料補助（市の補助）の対象者に
ついて

　不登校生徒に対する学校と教育委員会の取り組んでい
る対策について
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７  議　員 一問一答方式

１ 　野良猫及び外猫の糞害並びにエサやりについて 市 長

副 市 長

（１） 　野良猫の糞害とエサやりの現状は 関 係 課 長

（２） 　飼い猫と野良猫の区別のための首輪取付の推奨は

２ 　本城川等の土砂・砂利の撤去について 市 長

副 市 長

（１） 　撤去した土砂等の再利用について 関 係 課 長

３ 　潮彩町の現状について 市 長

副 市 長

（１） 　造成後20年経過したが費用対効果は 関 係 課 長

（２） 　垂水新港臨海部土地造成事業について

（３） 　住宅団地の申請について

４ 　高校受験の枠組みについて 市 長

副 市 長

（１） 教 育 長

関 係 課 長

５ 　水産行政について 市 長

副 市 長

（１） 　種子島周辺漁業対策事業について、市の補助の状況は 関 係 課 長

　鹿児島市のベッドタウン化と高校受験の特別枠の兼ね
合いについて

新原　勇
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６ 　商工行政について 市 長

副 市 長

（１） 　小規模事業者持続化補助金について市補助の検討は 関 係 課 長

７ 　元垂水・原田線について 市 長

副 市 長

（１） 　工事の進捗状況について 関 係 課 長

８ 　新庁舎建設について 市 長

副 市 長

（１） 　地震被害等に関するシミュレーションについて 関 係 課 長

（２） 　基本設計案について
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８  議　員 一問一答方式

１ 　今年７月の大雨による災害について 市 長

副 市 長

（１） 　災害箇所の現状と復旧状況は 関 係 課 長

（２） 　今年の梅雨時期の災害警戒対応について

２ 　青少年海外派遣事業（夢の翼事業）について 市 長

副 市 長

（１） 　今後の実施予定について 教 育 長

関 係 課 長

川畑　三郎
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９  議　員 一問一答方式

１ 　幼児教育・保育無償化問題～支援と対策 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

ア

イ

ウ

エ

オ

（２）

ア

　公定価格に含まれていた副食費も実費徴収とな
る。給食は保育の一環であり、児童福祉としての保
育には欠かせない。支援を求めたい

　給食食材費の徴収が保育施設の負担とならないよ
うに市の責任において徴収することを求めたい（こ
れまで保育料と一緒に自治体が徴収してきた経過が
ある）

　０～２歳児の保育料の負担の軽減を～安心して子育て

持留　良一

　保育施設の給食の食材料費の支援を～給食は保育の一
環であり、児童福祉として保育に欠かせない

　副食費の滞納は、保育中断になることもありうる
のか（自治体向けFAQ～利用継続の可否等を検討す
る）

　伊佐市の副食費の負担を本市で実行した場合はど
のくらいの経費になるか

　保育料が無料になっても、新たな給食費が徴収さ
れることで、これまでよりも負担が増える世帯があ
るか

　０～２歳児（保育を必要とする子ども）について
は、住民税非課税世帯の子どものみが対象。現状
は、低年齢児ほど保育料が高くなり、経済的負担が
大きい。市長の公約「保育料の負担軽減」の実行、
政策化を求めたい
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２ 市 長

副 市 長

（１） 　豪雨災害等から命を守るには～隣近所に避難組織を 関 係 課 長

ア

イ

ウ 　避難指示を出す時の検討課題はあるか

（２） 　災害弱者対策～行政が果たす役割

ア

イ 　福祉避難所の数は。課題は

ウ 　障がい支援区分の認定を受けていない人の対策は

（３） 　止水板設置への補助の検討を

３ 　高齢者対策 市 長

　～交通問題の改善と政策の方向 副 市 長

　～ごみ出し困難世帯への支援策 関 係 課 長

（１） 　誰もが生き生きと住み続けられるまちづくり

　避難支援計画での、個々の災害弱者の避難計画は
どうなっているか

　「避難勧告等に関するガイドライン」の改定は、
なぜ導入されるのか。効果があるのか。周知をどう
図るか

　災害対策～行政と住民が連携し、災害に命を奪われない地域づ
くり

　避難の課題と対策（避難スイッチをどう入れる
か）は。「マイハザードマップ」（ストリートミー
ティング～各家庭ごとに防災対策を指導していく勉
強会）への取組は
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ア

イ

（ア）

（イ）

ウ

エ 　ごみ出し困難世帯への支援策の必要性について

（ア）

（イ）　今後の取組について

４ 　図書館問題 市 長

　～図書館協議会 副 市 長

　～利用者情報提供 教 育 長

関 係 課 長

（１）

　「交通まちづくり条例」制定の動きと必要
性についての考えは

　乗合タクシーの課題と改善の方向をどのように考
えているか（具体的検討課題は～安心して利用でき
る）。利用者の声～余裕をもって利用できない。利
用登録の不便さ等

　住民の「交通権」を保障する責務を負うのは自治
体

　交通政策基本計画を受けて、地域版交通まちづく
り政策の策定はどうなっているのか。課題と対策は

　地域住民の「移動権」を実質的に保障する
ための施策をどのように取り組もうとしてい
るのか。必要性と具体的な今後の施策はある
のか

　環境省「支援の試行・実証のためのモデル
事業」の公募の認識

　図書館は「生存権の文化的側面である学習権を保障す
る機関」。その機能を果たすために欠かせないことは、
その管理運営の仕組みである
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ア

イ

５ 　障がい者施策 市 長

　～高齢者の負担軽減に繋がり、生きがいをもって老後を 副 市 長

関 係 課 長

（１）

ア 　対象者数と認定者数は

イ 　案内はしているが（申告書の手引き）、「障がい
者控除」の該当者を把握し、個別に「認定書」を届
けることはできないか（鹿児島市、姶良市は既に取
り組んでいる）「福祉の心」をもったあたたかい市
政が必要ではないか

　図書館協議会は今どうなっているのか。2016年度
から図書館協議会経費は地方交付税措置されている

　図書館の利用者の個人情報の提供。本市は「提供
する」と回答していたが、個人情報保護条例に抵触
しないか

　障がい者控除対象者認定制度の活用で安心な老後の生
活
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10  議　員 一問一答方式

１ 　林道について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

２ 　公共施設について 市 長

副 市 長

（１） 　公共施設総合管理計画の概要について 教 育 長

関 係 課 長

ア 　計画の目的

イ 　公共施設の現状と将来の見通しについて

（２） 　教育委員会関係施設について（学校・公民館等）

３ 　新庁舎について 市 長

副 市 長

（１） 　予算案の提出時期は 関 係 課 長

（２） 　予算案と位置（住所）を定める条例案は、同議会に提
案するのか

北方　貞明

　海潟麓線の平成３年度からのこれまでの総工事額は。
また、直近５年間の工事額は
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11  議　員 一問一答方式

１ 　温泉事業の活性化対策について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２）

（３）

２ 　マイナンバーカード制度について 市 長

副 市 長

（１） 　マイナンバーカードの取得状況について 関 係 課 長

（２）

（３） 　市民に普及促進するための対策について

３ 　職員の健康づくりと快適な職場環境の実現について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２）

４ 　児童虐待の対応について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長　出水市で発生した児童虐待の事件を受けて、本市の実
態と対応について

　本市の温泉事業の現状について
　～観光振興と健康長寿の両面からの必要性

　温泉事業が活性化されない問題点は何か
　～これまでの取組状況について

　温泉事業活性化のための対策について
　～助成基金等の支援措置

　市民が取得することのメリットはあるのか
　～今後どのように活用されるのか

堀内　貴志

　職員の健康管理の実態と快適な職場環境づくりのため
の取組について

　職員のメンタルヘルスについての本市の現状と対策に
ついて
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